行政の公開情報を活用した地球温暖化対策とそれに伴う大気汚染削減効果の検証 by Nakatani, Ikuo
 
論文審査の要旨 
博士の専攻分野の名称 博 士 （学術） 
氏名   中 谷  郁 夫 
学位授与の要件 学位規則第４条第○1 ・２項該当





主  査    教 授    佐 久 川  弘 
審査委員    教 授    中 坪  孝 之 
審査委員    教 授    長 尾  正 之 























し，NOx 相対排出係数と VOC 相対排出係数をパラメータとして実施した。この結果，光化学
オキシダント低減は，前駆体である NOx 排出量低減は有効な手段とはなり得ないが，広島地







る CO2削減量実績値と PDCA について考察した。また，光化学オキシダント低減対策につい
ては，地球温暖化対策に伴う光化学オキシダント低減について，広島県を対象として考察した。
さらに，温室効果ガスと光化学オキシダント前駆体との関係について考察した。 
本論文は，国の温暖化対策を検証し，特に補助事業の有効性やそれによる CO2削減量を推定
したこと，地球温暖化対策と光化学オキシダント対策は個別に実施する必要があることを定量
的に明らかにしたことは，新しい知見であり評価できる。したがって，本論文は地球温暖化や
大気汚染の対策に関する研究の発展に資するものである。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるもの
と認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
